
LEW型　オプション下棚取付方法

ボタンボルト
（Ｍ6×15）・・・4本

六角レンチ（対辺4） アジャスターⓒを全て取り外し、キャスター
ⓝⓞを脚ⓑに取り付け（ストッパー付ⓝを対
角に取り付け）、スパナⓟでネジの根元まで
しっかり締め付けて下さい（４ヵ所）。

※安全のため、組立時は保護具を装着して下さい。
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　の箱から脚ⓑを取り出し、図-1のように上横桟ⓓの取付金具を脚ⓑの
切り込み部の中に差し込んで下さい。もう片方の脚ⓑも同様に差し込ん
で下さい。

①.　 の箱から天板ⓐを取り出し、裏面（埋込ナット有）を上に向けて下さい。
②.　 の箱から上横桟ⓓを取り出し、天板ⓐのナット位置を合わせて、ボタンボ
　 ルトⓖとSWⓗで仮止めして下さい。

　天補強ⓕは、間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。
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※天補強ⓕ付の機種は、上横桟ⓓの中央の穴位置を合わせて、ボタンボルトⓖと
　SWⓗで仮止めして下さい。

　の箱から下横桟ⓔを取り出し、脚ⓑを開き加減にして脚下桟の
間にはめ込み、任意の穴に合わせ、ボタンボルトⓖとSWⓗで仮
止めして下さい（左右各1ヵ所）。

※オプションの下棚を取り付ける場合は、下横桟ⓔは取り付けずに表
　面の「LEW型 オプション下棚取付方法」を参照して下さい。

Ⅲ

③.仮止めした全てのボタンボルトⓖを六角レンチⓘでしっかり締め付けて下さい。    

Ⅳ ①.脚ⓑの正面および後面の穴からボタンボルトⓖとSWⓗで仮止めして下さい
　 （左右各4ヵ所）。
②.脚ⓑの脚上桟の穴を天板ⓐのナットに合わせ、ボタンボルトⓖとSWⓗで仮止
　 めして下さい（左右各1ヵ所）。

Ⅴ　組立完了後、作業台を起こして任意の場所に設置し、アジャスターⓒで水平調節
を行い、脚4本が床面に接地しているのを確認してからご使用下さい。
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①.脚ⓑを開き加減にし、下棚ⓚを脚下桟の間にはめ込み、任意の穴位置に
    合わせてボタンボルトⓛとSWⓜで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。
 ※下棚ⓚを取り付ける場合は、下横桟ⓔは取り付けないで下さい。
※下棚ⓚを２枚取り付ける場合は、上記①と同様の手順で仮止めして下さい。

※裏面の作業台組立順序 Ⅲ の所で、下記①の作業を行って下さい。
※下棚ⓚを後付けする場合は、下横桟ⓔを取り外し、脚ⓑに取り付けている
　全てのボタンボルトⓖを取り外してから、下記①の作業を行って下さい。

※取付後、裏面の作業台組立順序 Ⅳ に進んで下さい。

脚ⓑの内側にある長穴に、中棚取付金具ⓙのツメを任意の高さに
引っ掛けて下さい（左右）。

（注）左右の中棚取付金具ⓙは、必ず同じ高さの長穴に取り付けて下さい。　
　　高さが異なった状態で取り付けますと、中棚Ⓚの落下の原因になります。

中棚Ⓚを、Ⅰで取り付けた中棚取付金具ⓙに載せ、手前・奥・中央のいず
れかの位置の穴に合わせて、ボタンボルトⓛとＳＷⓜで仮止め後、六
角レンチⓘでしっかり締め付けて下さい（左右各2ヵ所）。

中棚取付方法

脚上桟

脚上桟

※組み立て時は、手袋や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

オプションキャスター

オプション中棚・下棚

Φ75ゴム車
Φ100ゴム車

Φ100ウレタン車

EW-75C

EW-100CU
EW-100CA

・LEW型のキャスター付は、
  耐荷重200kg以下でご使
  用ください。オプション中棚取付金具

キャスター付の安全上のご注意

このたびは、ユニオンスチール軽量作業台LEW型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、天板のサイズ・バリエーションも豊富で、オ
プションの中棚取付桟を使用すると、中棚を上横桟下面から150～330mm間に30mmピッチで7段階にお客様の任意の位置に取り付けることができ
ます。また、付属工具（六角レンチ）1本で組立可能なシンプルな構造でありながら、均等静止荷重400kgを実現。組立や梱包作業はもちろん、あらゆ
る軽作業に適し、工場や学校など幅広いジャンルで末永くご使用いただけます。

軽量作業台 LEW型

■ 表示荷重以上の荷重をかけないで下さい。
作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。

■ キャスター付の使用時は、“キャスターの耐
荷重”“作業台の耐荷重×½”のどちらか小さ
い方の荷重以下で使用して下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。 ■ 不安定な場所に設置しないで下さい。
作業台が転倒したり、積載物が落下したりして、怪我
をする恐れがあります。

■ キャスター付での移動時は、天板の上に物を
置いたり、作業したりせず、運搬にも使用しな
いで下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したりして、怪我を
する恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また濡れ
た物を置かないで下さい。

■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、品質が著し
く低下する恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に記載の
組立手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたりして、
怪我をする恐れがあります。

表示荷重内であっても、一部に集中荷重を
かけないで下さい。

■

天板面は必ず水平になるよう、アジャスター
を調節してご使用下さい。

■

傾いていると作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

脚部の隙間に指を入れないで下さい。■
指が抜けなくなったり、怪我をする恐れがあります。

作業台の切断、改造をしないで下さい。
作業台が不安定になり危険です。また、切断面のバ
リ等で怪我をする恐れがあります。

■

作業台の脚部や桟、棚板など金属部分の
端面を素手で触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあります。
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